
付紙様式第２

徳島飛行場関連特定事業（医療に関する事業：子どもはぐくみ医療費助成事業）

松茂町長

松茂町内

基金を造成し、小学６年生までの医療費の一部を助成する。

平成２８年８月から平成３５年３月まで

円 円 円 円 円 円 円

19,600,000 263 0 3,737 19,604,000 2,454,505 17,149,495

0 286 0 1,714 2,000 3,490,282 13,661,213

0 0 0 1,366 1,366 3,200,000 10,462,579

0 0 0 1,046 1,046 3,200,000 7,263,625

0 0 0 726 726 3,200,000 4,064,351

0 0 0 406 406 3,200,000 864,757

0 0 0 259 259 865,016 0

計 19,600,000 549 0 9,254 19,609,803 19,609,803

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

平成32年度

平成33年度

平成34年度

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への

周知の実施状況

　保護者を対象にアンケート調査を行ったところ、回答者全員が本制度を継続してほしいと回答
し、「この制度のおかげで医療制度にかかりやすく不安が解消される」等の評価を得られ、子どもの
保健の向上と福祉の増進及び安心して子育てが出来る環境の整備に貢献できていることを確認し
た。
　また、町HPへの掲載により、地域住民への周知を継続中である。

事業の改善措置及び今
後の対応

　引き続き、助成事業を継続することにより、子どもの保健の向上と福祉の増進及び安心して子育
てが出来る環境の整備を図りたい。

平成31年度

補助事業の内容

補助事業の
始期及び終期

事
業
費
及
び
交
付
金
額

基　金　造　成　額

運用益 計

平成28年度

平成29年度

平成30年度

基　金
処分額

基　金
残　額年度 交付金

市町村
費　等

その他

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補助事業名

補助事業者名

実施場所

補助事業の
成果の目標

　町内に住所を有する小学６年生までの子どもの医療費の一部をその保護者に助成することによ
り、疾病の早期発見と治療を促進し、子どもの保健の向上と福祉の増進を図る。
　また、保護者の負担を軽減し、安心して子育てが出来る環境の整備を図る。



円 円

円 円

付紙様式第２

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名
　徳島飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：町立小中学校助
教員等配置事業）

補 助 事 業 者 名 松茂町長

実 施 場 所
徳島県板野郡松茂町内
（長原小学校、松茂小学校、喜来小学校、松茂中学校）

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

　児童数が少ない長原小学校においては、１・２年生で一学級、３・４年生で一学級
を形成する複式学級が基準とされているが、助教員をそれぞれ１名加配し、町内他校
と同様、学年に応じた教育を受けることができる体勢を整えることにより、学校教育
の充実を図る。
　また、松茂小学校、喜来小学校及び松茂中学校の特別支援学級においては、正規の
教員だけでは重度の障害をもつ児童・生徒一人ひとりに必要な個別教育・指導を十分
に行うことが困難であることから、特別支援指導員を各校１名加配し、特別支援教育
の充実を図る。

補 助 事 業 の 内 容
　助教員　２名（長原小学校）
　特別支援指導員　３名（松茂小学校、喜来小学校、松茂中学校）

補助事業の始期及び終期 　平成２９年６月から平成３０年３月まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

29年度 計

注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・
　　　市町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２　事業評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を
　　　記載すること。

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

　助教員を加配した長原小学校においては、複式では目の届きにくい児童にも支援す
ることができ、学習指導や給食指導をはじめとする学校での基本的生活習慣を身に付
けるための指導、また教科学習でも指導が行き届いた。１学年の児童に対しては、担
任によるきめ細やかな指導が行われたため、校長への聞き取り調査でも、「学習の基
本を習得することや、基本的生活習慣の定着等が図られた」との評価を得られた。ま
た教育課程における、体験的学習活動も実施することができ、学校教育の充実が図れ
たことを確認した。
　また、特別支援指導員を加配した松茂小学校、喜来小学校及び松茂中学校において
は、障害を持つ児童・生徒一人一人と親身に時間をかけて向き合うことにより、きめ
細かい指導が実施でき、校長への聴き取り調査でも、「どの児童においても書く力が
身につき、課題をほぼ達成できた」、「じっくり向き合うことでソーシャルスキルを
身につけることができている」、「個別的な課題に対応できたので、スモールステッ
プな教材を提供することができ、つまづきの解消に大きな成果をあげた」、「課題プ
リントや宿題を準備したことで、家庭学習への意欲や習慣の定着に繋がった」、「精
神的に不安定な生徒へも細やかな対応することで、突発的な事故を未然に防止し、生
徒の精神的安定が図れている」などの評価を得られ、特別支援教育の充実が図れたこ
とを確認した。
　また、町ＨＰへの掲載により、地域住民への周知を図ることができた。

事業の改善措置及び今後の
対応

　平成３０年度においても、複式学級及び特別支援を必要とする児童・生徒が存在す
ることから、本事業を継続することにより、学校教育及び特別支援教育の充実を図り
たい。

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

9,939,602

交付金額 9,000,000 9,000,000

事 業 費 9,939,602



付紙様式第２

徳島飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：福祉バス購入）整備事業

松茂町長

徳島県板野郡松茂町広島字三番越２番地２

福祉バス（リフト付きマイクロバス）　1台

平成29年9月8日から平成30年1月29日まで

円 円 円 円 円 円
8,460,000 8,460,000

7,550,000 7,550,000

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業費及び交付金額

平成29年
度

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　無

　引き続き、利用ニーズに適切に対応するように努める。

○成果及び評価
　・平成30年2月の福祉バス利用者は750人で、3月は845人である。平成29年6月～1月
までの利用者月平均578人を上回る。増加率は2月約30％で、3月約46％ある。
　・アンケートを実施したところ、松鶴苑利用者の約75％が福祉バスを利用している。利
用者に福祉バスの利用について質問したところ、約97％の利用者が満足しており、「大
変満足している」「利用しても負担がかからないことがありがたい」などの意見を頂けた。
　よって本事業の成果は得られたと判断する。

○地域住民への周知の実施
　・町広報誌への掲載
　・町ＨＰへの掲載
　・車両本体への記載（特定防衛施設周辺整備調整交付金事業と記載）

補助事業の
始期及び終期

補助事業の内容

補助事業名

補助事業の
成果の目標

　当町では、老人福祉センター「松鶴苑」の送迎、福祉団体の活動等のため、福祉バス
を２台保有し、運用しているところであるが、このうち１台については、購入後１８年を経過
しており、車いす昇降用のリフトが使用不能となる等、老朽化が著しく、運用に支障を来
している状況である。
　よって、老朽化の著しい既存車両を更新し、利用者の安全性・快適性を確保することに
より、高齢者福祉の充実を図る。
　
（参考指標）
　・老人福祉センター「松鶴苑」送迎人数の２割増加

計

実施場所

補助事業者名

事業費

交付金額

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の

有無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

事業費 14,665,320 14,665,320

事 業 費 及 び 交 付 金 額

交付金額 12,000,000 12,000,000

事 業 の 改 善 措 置 及 び

今 後 の 対 応

事業の評価に際しての

第三者機関の活用の有無

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

　事業完了後、地域住民へのアンケート調査を実施し、道路交通の安全性・快適
性の確保に貢献しているか確認し、道路通行した際に感じる振動や騒音及び走
行性について、向上したとの評価を得られ、交通施設の整備が図られていること
を確認した。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備交付金による事業である旨を工事看板
及び町ＨＰに掲載し、地域住民への周知を図ることが出来た。

注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・
　　　市町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２　事業評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を
　　　記載すること。

　平成２９年度から平成２９年度まで

　今後は、道路交通の安全性・快適性の確保するため、維持管理を行っていく。

　無

２９年度 計

舗装工事　A=1,611㎡

事 業 評 価 書

　松茂町長

　本路線は、笹木野地区の生活道路であり、大型車もたびたび通行しているが、
設置後約３５年が経過し老朽化が著しく、わだち掘れやひび割れにより、安全
性・快適性が低下し、大型車通行時には振動が生じている状況である。
　よって、舗装改修工事を実施し、道路交通の安全性・快適性を確保することに
より、地域住民の生活環境の改善を図る。

補助事業の成果の目標

　徳島県板野郡松茂町笹木野地内

　徳島飛行場関連公共用施設（交通施設：笹木野４５号線舗装改修工事）整備
事業



専門職員の配置　　司書１名　非常勤職員（司書）２名　非常勤職員１名

平成29年12月から平成30年3月まで

円 円 円 円 円
3,679,275 3,679,275

3,500,000 3,500,000

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

付紙様式第２ 

補助事業の
成果の目標

　地域住民が町立図書館の運営に参加しやすい環境が構築されているとは言い難
いことから、専門職員として司書を配置し、住民参加型文化事業を推進・活性化
することにより、地域の教育及び文化環境の充実を図る。

（参考指標）
　・図書館における入館者数の対前年度比増加
　　　　（前年度実績 ：  106,689人）

実施場所

補助事業者名

平成29年度

徳島飛行場関連特定事業
（教育、スポーツ及び文化に関する事業：町立文化施設専門職員配置事業）

徳島県板野郡松茂町広島字四番越６番地１

松茂町長

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補助事業名

　無

　引き続き、入館者数の増加と、地域の教育及び文化環境の充実を図るため、適
切に対応するように努める。

○成果及び評価
・平成29年度の図書館における入館者数は105,186人で、前年度実績の106,689人
を僅かに下回った（前年比９９％）が、12月～3月の入館者は35,127人で、前年
度実績の34,375人を上回り、前年比１０２％である。
・アンケートを実施したところ、図書館利用者のうち、約83％の人が、地域の教
育及び文化環境の充実が図られたと感じている。
・利用者からは、「催しの内容がいつも楽しみです。」「孫といっしょに参加で
きてよかった。」という意見や、「よく知らなかった。」「あまりイベントに興
味がない。」という指摘があったため、事業の周知と魅力ある事業を引き続き行
うことが必要である。
　よって本事業の成果は得られたと判断する。

○地域住民への周知の実施
　・町ＨＰ
　・町広報誌
　・事業をお知らせするパンフレット、告知ポスター
　・アンケート用紙

補助事業の
始期及び終期

補助事業の内容

計

事業費

交付金額

事業の評価に際して
の第三者機関の活用

の有無

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業費及び交付金額


